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したものである 1,2)．事象関連電位 (Event-Related 
Potentials : ERP)は，P30, CNV, MRCP, Pain 
Related P 250等に代表され，様々な感覚刺激インパル
スを受けた大脳が，その刺激情報を処理する過程（例
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メディカルシステムズ社製 MultiStimfor Windows 
を，また，生体電気信号の平均加算処理系として同社
製 SYNAX-1200を用いた（図 1)．被験者には，脳波












P 300, N 400の頂点潜時と N200-P 300および P300-
N400の頂点間振幅を計測し，比較検討を行った（図 3).
図 1 言語関連 ERPの計測風景
被験者をリクゼーション・チェアーに座らせ，刺激系として NEC




刺激 ERPとカタカナ刺激 ERPに， NlOO, N200, 














意な差が無いものの， P 300, N 400の頂点潜時はイ
ラスト刺激 ERP と比べ，カタカナ刺激 ERPか有
意に延長した (P<0.01)． また， N200-P 300, P 
300-N 400頂点間振幅はイラスト刺激 ERPと比べ，
カタカナ刺激 ERPが有意に低下した (P<0.01) 
（図 6).
(4) 日本人におけるイラスト刺激 ERP とカタカナ刺
激 ERPの比較では外国人同様， NlOO, N200の頂
点潜時には有意な差が無いものの， P 300, N 400の
頂点潜時がイラスト刺激 ERPと比べ，カタカナ刺
激 ERPで有意に延長した (P<0.01)．また，外国
人同様， P300-N 400頂点間振幅はイラスト刺激 ERP
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図 3 言語関連 ERP波形の計測
刺激開始時点から N100, N 200, P 300, N 400ての頂点潜l寺と ，
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外国人と日本人の典型的な ERP波形を呈示す．左側が外国人，右側が日本人で， それぞれ上段かイラスト刺激 ERP, 下段がカタカナ
刺激 ERPである．























































図 5 イラスト剌激 ERPの潜時および振幅の比較（外国人 VS日本人）
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図8 カタカナ剌激 ERPの潜時および振幅の比較（外国人 VS日本
人）
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